
免責 プライバシーポリシー 著作権 クッキーポリシー 外部送信

[PR] 企画・制作：日本経済新聞社 Ｎブランドスタジオ 日経電子版に掲載されている広告特集一覧 日本経済新聞社が運営する広告営業支援

Nikkei Inc. No reproduction without permission.

清水建設が施工する2028年竣工予定の「Torch Tower（トーチタワー）」（施

行者：三菱地所、設計監理：三菱地所設計／東京・千代田）の建設現場は、東

京都の「バイオ燃料活用における事業化促進支援事業」に採択された。建設現

場にユーグレナの次世代バイオディーゼル燃料「サステオ」を導入し、施工段

階から環境配慮に着手する全国の先駆けとなる取り組みだ。

サプライチェーン全体で環境配慮

東京駅日本橋口前に建設中の「Torch Tower」

は、完成時点で約385メートルと日本一の高さと

なる。

「日本全体にとって重要な再開発。世界に誇る新

しいランドマークとして、これからの未来を担う

ために、人、まち、地球環境のサステナビリティ

ーに関わる未来志向の各種施策に取り組む必要が

あると考えています」（三菱地所 TOKYO TORCH

事業部 開発1ユニット 主事・成瀬隆彦氏）

三菱地所は丸の内エリアで2030年までに廃棄物再

利用率100％を目標に掲げ、弁当の生ごみ回収や

廃油の再生などに取り組んでいる。その理念に施工者の清水建設が共感し、バイオ燃料の導入による施工段階

からの二酸化炭素（CO ）削減を提案した。

「当社が排出するCO の削減だけでなく、サプラ

イチェーン（供給網）の一端として三菱地所様の

脱炭素にも協力させていただいています。建設機

械の燃料転換はハードルが高いのですが、まずは

進めていかなければならない。建設業や社会全体

の未来につながる取り組みです」（清水建設 常盤

橋プロジェクト建設所 副所長・淺井淳司氏）

「CO 削減は社内でも最優先事項。そのなかで

『サプライチェーン全体で』というのは1つのキ

ーワードになっています。日本一の建物を造る際

の環境施策は、社会的にも大きな意義があると考

えました」（三菱地所・成瀬氏）

サステナブルな生物資源由来の燃料。植物由来の場

合、光合成でCO を吸収しており、燃焼時にはそのCO

を大気に戻すだけで排出量は実質ゼロとみなされるた

め、化石燃料の代替として期待を集めている。建設重

機などに用いられる軽油の代替となるバイオディーゼル

のほか、バイオジェット、バイオガス、バイオエタノー

ルなどがある。ユーグレナの次世代バイオディーゼル燃

料「サステオ」は現在、食料との競合や森林破壊につ

ながらない使用済み食用油を主原料としているが、ユ

ーグレナ油脂培養の技術開発も進められている。

建設機械に使える高出力

今回の建設現場で使用している「サステオ」は、

HVO（水素化植物油）と呼ばれる次世代バイオデ

ィーゼル燃料で、一般車両に含有率100%で使用

できるため高い脱炭素効果を誇る。製造工程で水

素化処理を施しており、酸化しにくいのが従来型

との違いだ。マツダが24時間耐久レースで採用し

完走したほか、100社以上の導入実績があり品質

は実証されている。

「従来型は、品質的に軽油に5%混合など一部代

替でしたが、次世代型は軽油と全く同等の品質で

す」（ユーグレナ エネルギーカンパニー バイオ燃

料事業部 事業企画課 ユーグレナマイスター・田

澤則人氏）

「建設機械の電化はコスト上も、求められる出力上も難しいのですが、サステオなら液体燃料なので密度が高

く既存の重機にそのまま導入できます。現在、2万リットル以上をサステオにしており、さらに増やしていく計

画です」（清水建設・淺井氏）

サステオをクローラークレーン3機で導入しています。1年以上たちますが、不具合は全くありません。馬力も

通常の軽油と変わらず、全体的にスムーズに操作できておりバイオ燃料だと意識することもありません。その

うえ、使用済み食用油を主原料としている植物性だからCO の排出量は実質ゼロだと聞くと、やはり良い気持

ちがしますね。昔は黒煙が多いイメージもありましたが、次世代バイオ燃料はそういう問題はなく使えていま

す。ただし軽油とは混ぜられないので、燃料のストックを切らさないことだけは気を付けています。昔と比べ

て重機は本当に良くなっていますし、バイオ燃料に変えるとさらに環境負荷は減らせます。導入を迷っている

建設現場があれば積極的に活用してもらい、もっと広がっていけばいいですね。

専用プラントでコスト低減

コストが下がってきたのも導入の追い風だ。

「数年前は1リットルあたり約1万円でしたが、今では数百円というところまで下がりました。とはいえ、まだ

軽油の3〜4倍です。もっと流通量が増えて価格が下がれば、建設業界でのバイオ燃料への移行は加速するでし

ょう」（清水建設・淺井氏）

ユーグレナは安定供給に向け、2028年下期の稼働開始を目指して他社と共同でマレーシアに専用プラントを建

設中。年間生産能力は72.5万キロリットルとアジア圏最大規模となり、売上高は300億円を見込む。

「バイオ燃料は実証段階から社会実装段階に入り始めています。社会実装には、コストと供給体制の2点が課

題。規模の経済で低価格化を目指したい」（ユーグレナ・田澤氏）

建設業全体の脱炭素化に向けて

CO を排出するイメージのある建設現場でのバイオ燃料活用は、社会的なインパクトも大きい。

「だからこそ、この象徴的なTorch Towerでの利用で、軽油と遜色なく安全に使える燃料であることを検証

し、世の中に発信していきます」（清水建設・淺井氏）

この挑戦をバイオ燃料活用の起爆剤に

施工時のCO 排出量ゼロを目指す

建設業は、産業革命や戦後の復興など社会に大き

な貢献をしてきた一方で、環境に与える負荷も大

きい産業です。それを受け止めたうえで今からで

きることがある。そういった思いから、建設業界

のトップランナーの自負をもって環境ビジョン

「SHIMZ Beyond Zero 2050」を策定し、2050

年までに自社の活動による負の影響をゼロにする

だけでなく、顧客や社会にプラスとなる環境価値

の提供を目指しています。それに向けた施工時の

CO 排出量を実質ゼロにする、脱炭素施策とし

て、「エネルギー生産性の向上」「重機の電動化」

「燃料の脱炭素化」「再エネ由来電力の利用」の4本柱を掲げていますが、建設現場では特に、化石燃料由来の

排出量が多く燃料の脱炭素化は急務です。

Torch Towerでのバイオ燃料活用は、「燃料の脱炭素化」への挑戦のひとつとなります。バイオ燃料はCO 削

減効果が高いのですが、現状、現場で使うにはまだハードルがあります。流通量が少ないため価格が高いとい

うコスト面はもちろん、税制や機械メーカーの保証体制も追い付いていません。そういった状況のなかで、

我々の現場でその有用性を証明していきたいと考えています。

Torch Towerに携わる幸運を最大限活用

Torch Towerの建設は、建設業の未来を表す工事です。日本一の高さであることに加えて構造的にもチャレン

ジングで、社会的な注目度が大きい。工事はまだ序盤ですが見学者も多く訪れていただいていますし、全国か

ら集まっている従業員も目を輝かせて働いています。このような象徴的な建物の建設に携わる幸運を最大限に

活かしたい。だからこそ、バイオ燃料の活用にも挑戦しています。従来の軽油と遜色なく安全に使える燃料で

あることを検証して世の中に発信することで、建設業全体での利用を促進させる起爆剤になりたいと考えてい

ます。

弊社では「子どもたちに誇れるしごとを。」というコーポレートメッセージのもと、子どもたちの未来に今、

何ができるかを考え続けています。Torch Tower建設工事での取り組みが、建設業界の課題に一石を投じ、次

世代により良い社会を残すことにつながることを願っています。

提供：清水建設
※清水建設・三菱地所・三菱地所設計・ユーグレナの4社は東京都の「バイオ燃料活用における事業化促進支援事業」に選定

され、建設事業におけるバイオ燃料の普及、活性化に取り組んでいます
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2028年に竣工予定のTorch Tower完成予想図
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田澤 則人氏

ユーグレナ エネルギーカンパニー

バイオ燃料事業部

事業企画課 ユーグレナマイスター

現場のクローラークレーンは電化が難しい重機のひとつ。求められるパワーを出力するには常にケーブルをつないで作業する

か、重量増となる大型バッテリーが必要となる。今後の技術革新が必要

現場では、100%のバイオ燃料を入れたクローラークレーン3機が稼働している

不具合は全くなく

馬力も軽油と変わりません

エスシー・マシーナリ クローラークレーンオペレーター
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東京駅日本橋口前の現場では着々と工事が進む（9月9日現在）
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清水建設 代表取締役副社長
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建設現場の脱炭素施策4本柱

清水建設では、建設現場などの脱炭素の施策として、次の4つの取り組みを推進している。本記事で

紹介するバイオ燃料の活用はこの4本柱のうちの1つになる。

提供：提供：清水建設清水建設
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